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序 章 本研究の目的と方法 







 第２節 大分県岩戸遺跡第Ⅰ文化層出土の石器群の研究 
第３節 九州地方東部の石刃技法 
 第４節 九州地方東部の瀬戸内技法 
 第５節 九州地方後期旧石器時代終末期のナイフ形石器の形態的特徴 
     －西北・東九州を近年の中心に－ 
 第６節 岩戸遺跡の評価と近年の九州地方の後期旧石器時代編年研究 
第７章 九州地方の後期旧石器時代石器群の編年研究 
第８章 日本列島の後期旧石器時代石器群の比較研究－東北地方と九州地方の二地域の比較－ 
終 章  日本列島旧石器時代編年と地域性の成立について 
     －東北地方と九州地方の資料群の比較から－  
 以下各章の概要を述べる。 




















































































 第６章 九州地方東部の後期旧石器時代石器群の研究－大分県岩戸遺跡の調査資料から－では、 








 第３節では九州地方東部の石刃技法の技術的な特徴と変遷観を明らかにした。第 1 期は

































軽石（約 1.6 万年前）下位から発見される石器群である。第３期は出土層位と石器群の技 
















多く残しているのが特徴的である。岩戸遺跡では岩戸第６層上部出土の石器群は、第 3a 期 
の上位で層位的に検出された。第 3b 期の石器群は細石刃石器群に先行する一群である。当 
該期の九州地方では、東部に小型の石刃を素材とした基部と先端に二次加工したナイフ形 
石器、南部で小型の二側辺加工のナイフや台形石器、西北部で百花台型の台形石器が濃密 
に分布する。第 3a 期にみられた斜め整形の二側辺加工のナイフ形石器、剥片尖頭器、三稜 









 第８章 日本列島の後期旧石器時代石器群の比較研究－東北地方と九州地方の二地域の 
比較では、両地方に発達した「暗色帯」・「黒色帯」やＡＴを基準に両地方で設定した第１・ 
２・3a・3b・４期の石器群を整理し、その類似性と相違性を比較検討した。後期旧石器時 
代に入り、その初頭に位置づけられる「暗色帯」・「黒色帯」の下位から出土する石器群に 
は共通性がみられ、その後、両地方で徐々に相違があらわれてくる。そして、後期旧石器 
時代に両地方で地域的な大きな違いがみられるのは「暗色帯」・「黒色帯」の上位より出土 
する石器群からである。その相違とは、素材を得るための「石刃技法」に対する依存度と 
石器組成である。東北地方では石核の打面や作業面に対して調整を駆使し、長大な石刃を 
獲得する。石器組成には石刃を素材とした基部と先端に加工したナイフ形石器、エンド・ 
スクレイパー、彫刻刀形石器等が多くみられる。東北地方は剥片生産技術の中で石刃技法 
の依存度が高い。一方、九州地方ではその依存度が低い。石器組成を構成する中身は石刃 
技法以外の剥片生産技術で剥離されたが器種が多い。多様な型式をもつ台形石器、切出形 
石器、剥片尖頭器、三稜尖頭器等である。九州地方はそれぞれの目的に応じて素材が生産 
されている。このように「石刃技法」に対する依存度が地域的な違いとして明瞭に現れた 
のは「暗色帯」・「黒色帯」の上位より出土する石器群からである。しかし、石器組成や剥 
片生産技術の違いは、先行する「暗色帯」・「黒色帯」中位の石器群にも見いだされ、その 
初動がこの時期より始まったものと言える。 
 終章では結びとして日本列島内の後期旧石器時代に先行する時期、後期旧石器時代第
１・２・3a・3b・４期に細分した編年案を素描し、そこに三つの大きな変動期があったと
解釈した。第一の変動期は前期旧石器時代から後期旧石器時代の石器製作上の変化と考え
た。その要因の一つとして人類史の変貌を予想した。しかし、後期旧石器時代の初頭（第
１期）までは石器製作上の共通性が伺えた。第二の変動期は後期旧石器時代の初期段階に
北東アジアの周辺地域から石刃技法の流入と、それによって日本列島内で惹起した両地域
の石器製作上に違いが現れたと考えた。一つは石器組成やナイフ形石器の形態上に違いが
みられたことである。いま一つは石刃技法の調整技術上の相違である。筆者はこれらの相
違をＡＴ降下以前の「暗色帯」や「黒色帯」の層中に看取できると指摘した。第三の変動
期は細石刃を製作する技術が大陸からほぼ同時に流入した時期である。両地域の細石刃文
化は剥離工程や組成上に細部で違いを看取できるが、短期間に各地域で等質な細石刃を生
産する。これらの三つの変動期は日本列島外の近隣周辺地域からの直接・間接的な影響を
受けて生じたことが予想される。すなわち、日本列島の旧石器文化が北東アジアの潮流の
変化に連動して起こった歴史的現象と考える。ただし、自然史や人類史の変貌との因果関
係を結びつけて文化史的に説明するにはいくつかの学際的な手続きが必要になってこよう。 
 以上、日本列島で石器製作上から概観した場合、東北地方と九州地方で地域的な違いが
最初にみられるのは第二変動期である。本論では両地域の後期旧石器時代を第１・２・3a・
3b・４期の石器群を比較検討した結果、両地域の石器製作技術の相違は後期旧石器時代第
２期に出現することが明らとなった。旧石器の出土層位から見た場合、ＡＴ降下以前の「暗
色帯」や「黒色帯」の層中にあったものと考えられる。この時期こそが日本列島の地域性
が成立した時期の始まりと考えた。 
